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筆
者
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
山
梨
県
の
農
業
生
産
や
、
南
都
留
郡
の
産
業
構
造
の
地
域
的
特
質
の
検
討
に
よ
れ
ば
、

戦
前
の
鳴
沢
村

の
産
業
経
済
の
特
徴
を
示
す
言
葉
は
、

養
蚕
、
畑

作、
林
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
養
蚕
は
戦
後
、

特
に
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
急
速

に
衰
退
し
て
い
き
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
野
菜
生
産
が
大
き
く
伸
び
、
本
村
に
お
け
る
基
幹
産
業
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
第
六
編
「
産
業
と
経
済
」
に
お
い
て
は
、

鳴
沢
村
域
に
生
き
た
民
衆
を
生
産
の
場
で
つ
か
ま

え
、

産
業
経
済
の
変
動
や
そ
の
時

代
に
と
も
な
う
変
化
を
ど
う
受
け
と

め
、
ど
う
対
応
し
て
い
っ
た
か
を
、

主
に
『
鳴
沢
村
役
場
文
書
』
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
最
大
の
目
標
を
定
め
た
い
。
そ
の
た
め
、
日
本
、
あ
る
い
は
山
梨
県
全
体
か
ら
み
れ
ば
重
要
な
事
柄
も
あ
え
て
触
れ
な
か
っ
た
り
、

逆
に
非
常
に
詳
細
な
場
合
も
多
く
あ
る
点
と
資
料
的
制
約
か
ら
記
述
に
精
粗
が
存
在
す
る
点
は
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
た
め
、
本
編
で
は
他
の
編
と
異
な
り
細
か
い
節
立
て
は
行
わ
な
か
っ
た
。
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右
村
戸
長

明
治
十
七
年
十
月
十
七
日

渡
辺
敬
知

山
梨
県
令
藤
村
紫
朗
殿

こ
れ
は
『
鳴
沢
村
役
場
文
書
』
の
な
か
で
明
治
十
七
年
十
月
よ
り
と
記
さ
れ
て
い
る
『
農
工
商
通
信
一
件
』
と
し
て
綴
ら
れ
た
厚
さ
約

七
セ
ン
チ
ほ
ど
の
書
類
綴
の
冒
頭
に
綴
り
込
ま
れ
た
「
地
誌
材
料
調
」
と
題
さ
れ
た
文
書
の
全
文
で
あ
る
。
同
様
の
資
料
と
し
て
は
『
山

梨
県
市
郡
村
誌
』
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
治
二
十
四
年
段
階
の
調
査
で
あ
っ
て
、

引
用
文
書
は
そ
れ
よ
り
七
年
も
早
く

明
治
前
期
段
階
の
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
の
実
態
を
明
ら
か
に
出
来
る
資
料
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
記
述
は
極
め
て
簡
略
で
は

あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
統
計
数
値
か
ら
は
と
ら
え
に
く
い
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
の
実
情
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
富
士
山
の
火
山
灰
土
に
覆
わ
れ
て
い
る
上
に
海
抜
九
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
原
地
帯
に
あ
る
た
め
、
あ
る
程

度
は
予
想
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
が
水
田
は
皆
無
で
あ
り
「
地
質
概
シ
テ
悪
シ
」
「
山
獣
等
ノ
害
有
多
ク
ハ
猪
鹿
ノ
類
」
と
あ
る
よ
う
に

土
地
が
痩
せ
、
獣
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
生
産
条
件
は
か
な
り
劣
悪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

河
川
が
な
い
点
は
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
に
と
っ
て
決
定
的
な
弱
点
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
生
活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
飲
用
水
に
も
こ
と
か
く
し
ま
つ
で
あ
り
「
少
シ
ノ
山
沢
水
ラ
取
纒
メ
麺樋
ッ
流
通
シ
人
民
飲
用
水
ト
ナ
ス
」
と
い
う
記
述
に
水
を
め
ぐ
っ

て
苦
闘
す
る
先
人
の
労
苦
が
し
の
ば
れ
る
。
ま
さ
に
鳴
沢
村
の
産
業
の
歴
史
は
厳
し
い
自
然
条
件
と
の
戦
い
の
連
続
で
あ
り
、
こ
の
厳
し

い
自
然
条
件
を
克
服
し
な
が
ら

村
の
生
産
を
支
え
た
か
の
努
力
の
跡
で
あ
る
。

こ
の
鳴
沢
の
厳
し
い
自
然
条
件
に
規
定
さ
れ
た
劣
悪
な
生
産
条
件
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、
『
農
商
工
通
信
一
件
』
に
綴
り

込
ま
れ
た
鳴
沢
村
の
明
治
十
三
年
か
ら
二
十
二
年
に
か
け
て
の
時
期
の
大
麦
と
小
麦
の
収
穫
高
及
び
推
移
表
か
ら
作
成
し
た
第
一
図
で
あ

る
。

第
1
図
に
は
示
し
て
な
い
が
『
農
商
工
通
信
一
件
』
に
は
各
作
付
反
別
も
明
記
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
大
麦
の
作
付
面
積
は
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(第1図) 大麦小麦収穫高及び反収の推移
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四
十
二
～
五
十
七
町

歩、
小
麦
の
そ
れ
は
二
十
九
～
四
十
町
歩
の
間
に
あ
り
、
平
均
的
に
は
大
麦
の
作
付
面
積
は
四
十
六
町

歩、
小
麦
の

そ
れ
は
三
十
六
町
歩
程
度
で
推
移
し
大
き
な
変
動
は
な
い
。
し
か
し
、
第
1
図
に
よ
れ
ば
、
大
麦
、
小
麦
と
も
収
穫
高
は
明
治
十
六
～
十

八
年
の
わ
ず
か
三
年
間
が
比
較
的
安
定
し
た
高
水
準
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
が
、

他
の
年
度
は
大
き
な
変
動
を
く
り
か
え
し
て

い
る
。

即

ち
、
大
麦
の

場
合
、
明
治
十
三

年
に
二
百
六
十
三
石
余
の
収
穫
を
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た
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翌
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前
年
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三
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石
余
に
激
減
し
、
十
五
年
に
は
や
っ
と
百
石
台
を
維
持
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
続
く
十
六
～
十
八
年
の
三
年
間
は
前
述
し
た
よ
う
に
三

百
五
十
～
三
百
七
十
石
台
の
収
穫
を
上
げ
比
較
的
「
豊
作
」
と
い
え
る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
が
明
治
十
九
年
に
は
再
び
百
石
を
割
り
、

二
十
年
に
三
百
六
十
石
を
回
復
し
、
そ
の
翌
年
に
は
四
百
三
十
石
余
と
こ
の
時
期
に
お
け
る
ピ
ー
ク
を
形
成
す
る
も
の
の
、
一
転
し
て
四

割
の
百
七
十
九
石
へ
激
減
す
る
な
ど
非
常
に
不
安
定
な
作
柄
で
推
移
す
る
。

小
麦
は
収
穫
高
が
大
麦
に
比
し
て
少
な
い
た
め
目
立
た
な
い
が
、
実
際
は
大
麦
と
同
様
の
変
動
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
凶
作
が

周
期
的
に
襲
い
作
柄
が
安
定
し
な
い
こ
と
は
、
そ
の

す
べ
て
で
は
な
い
に
し
ろ
鳴
沢
村
の
お
か
れ
た
厳
し
い
自
然
的
条
件
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
大
麦
、
小
麦
の
収
穫
高
の
激
変
に
み
ら
れ
る
鳴
沢
村
の
農
業
の
劣
悪
性
は
も
ろ
に
農
家
経
営
を
直
撃
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、

そ
れ
以
上
に
食
糧
確
保
を
む
ず
か
し
く
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
明
治
十
年
代
の
鳴
沢
村
の
産
業
は

常
に
飢
饉
と
隣
り
合
せ
の
状
態
と
い
う
す
さ
ま
じ
く
劣
悪
な
条
件
下
に
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

380
0

明
治
十
七
年
段
階
の
鳴
沢
村
の
耕
地
面
積
は
三
百
十
町
歩
で
あ
り
皆
畑
で
あ
る
。

農
家
戸
数
は
百
九
十
四
戸
で
あ
り
、

そ
の
自
小
作
別

内
訳
は
自
作
専
業
農
家
百
七
十
九
戸
、
小
作
専
業
農
家
三

戸
、
同
じ
く
兼
業
百
二
戸
で
あ
る
こ
と
は
、
『
農
工
商
通
信
一
件
』
に
綴
ら
れ

た
「
耕
作
及
捕
魚
採
藻
業
戸
数
」
調
べ
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
「
地
誌
材
料
調
」
の
民
業
に
記
さ
れ
た
兼
業
は
ほ
と
ん
ど

「
副

業
」
の
域
を
出
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
耕
地
面
積
を
農
家
戸
数
で
除
し
た
農
家
一
戸
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
一
町
六
反
で

あ
る
。
同
年
の
小
作
地
面
積
は
わ
ず
か
七
町
四
反
余
で
あ
り
、

地
租
五
円
以
上
納
入
者
が
二
戸
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

大
き
な
地
主
は
存
在
せ
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
の
農
民
が
自
作
農
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
極
端
な
貧
富
の
差
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
多
く
の
農
家
が
ほ
ぼ
平
均
値
前
後
の
耕
地
を
所
有
し
農
業
を
営
ん
で
い
た
と
推
測
で
き
る
。
と
す
る
と
当
時
の
山
梨
県
の
農
家
一
戸

当
た
り
の
平
均
耕
地
面
積
が
七
反
五
畝
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
鳴
沢
村
の
耕
地
面
積
は
意
外
に
広
い
の
で
は
な
い
か
と
の

印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
「
地
誌
材
料
調
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
程
度
の
耕
地
面
積
で
や
っ
と
再
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(第1表) 明治17年農産物構成
収 穫 高 1 作付 反別 単 価 生 産 額 構 成

町 円 %
大 麦|石 14 55 1 37| 629 10 13
小 麦 9 6 28 358 40 76
.栗 1 247 8 59 40 594 72 126
黍 〃 12 40 28 80 20 6

大 豆 60 30 300
小 豆 3 6 8 50 9 0
蕎 麦 3 21 94 50

玉蜀黍 18
馬鈴薯|貫 |23,589 71 033 778 44 16

蘿 蔔 21,000 10 01 210
苧 麻 } 82 28 2524 10 23
稗 380 4 61 501 570 60 2 1

薬種類 03 09
200 02
3,600 05 180 8

石 56 750 16 908 19
玉 繭 〃 4 760 50 21 42 5

屑 !! 7 350 p 7 35

4,731 45 100

『農工商通信一件』綴より作成
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ろ
う
。

H
O
T
K

0
4 0
7 2
8 0

8 0
5 0

4 4
4 2
3 5

さ
て
以
上
見
て
き て
た
よ
と
う
な
生
産
条
件
の
も
と

円

1
0 0

4
2
7

で
い
か
な
る
農
業
が
営
な
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か

と
い
う
点
を
明
治
十
七
年
の

農
産
物
の
生
産
量
及

1
0
0

4
4

び
生
産
価
格
を
再
集
計
し
た
第
1
表
を
使
用
し
て

.

1
2

4
2

2N
1
0

1
0

0
0
3

1
6 4

明
ら
か
に
し
た
い
。

第
1
表
に
よ
れ
ば
、

麦
、

雑
穀
、
芋
類
な
ど
の

1 5
0

6
3

2
い
わ
ゆ
る
普
通
農
産
物
の
割
合
が
七
六
・
三
パ
ー

8
0
0

セ
ン
ト
と
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
な
か

で
も
、
馬
鈴
薯
、
大
麦
、

粟、
稗
は
一
割
を
超
え
、
こ

1
0

6
8

5
れ
ら
四
種
類
の
農
産
物
で
鳴
沢
村
の
農
産
額
の
半

0
1

06
0
0

3
8

4
1
9

3
8

ば
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
交
通
運

輸
事
情
を
考
え
た
な
ら
ば
、

商
品
作
物
と
し
て
他

ク
ク

貫
ク

ク
石

斤
貫

"
石

ッ
ク

地
域
へ
移
出
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ

麦
栗
黍
豆
豆
麦

蔔
麻

炭
薪
繭

繭
一 計

り
、
大
部
分
は
自
家
消
費
に
充
て
ら
れ
た
と
考
え

玉
屑

る
べ
き
で
あ
っ
て
明
治
十
七
年
段
階
の
鳴
沢
村
の



姓

名
-

|

男

女

妻 夫

千九月月 月
甲 甲 甲

ナ

-
直 職

針農針農 シ
仕作仕作
事 事

-

888‒

産
業
構
造
は
、

基
本
的
に
近
世
社
会
と
変
わ
ら
な
い
自
給
自
足
経
済
の
段
階
に
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、

農
家
の

九

七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
百
九
十
戸
が
従
事
し
て
い
る
養
蚕
業
の
存
在
は
見
逃
が
せ
な
い
。
事
実
、
戦
前
の
日
本
の
農
村
に
あ
っ
て
養

蚕
業
が
農
家
の
副
業
と
し
て
有
力
な
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
と
り
わ
け
山
梨
県
は
全
国
屈
指
の
養
蚕
、

製
糸
県
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
鳴
沢
村
の
産
繭
額
を
養
蚕
農
家
数
で
除
す
る
と
一
戸
平
均
四
円
九
十
三
銭
に
す
ぎ
ず
農
家
経
営
の
有
力
な
支

柱
と
ま
で
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

鳴
沢
村
の
全
農
産
額
の
二
割
を
占
め
、
繭
が
首
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
今
後
、

養
蚕
業
が

鳴

沢
村
の
有
力
な
産
業
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
更
に
薪
・
炭
を
中
心
と
し
た
林
産
物
は
各
々
三
・
八
、
〇
・
一
ぺ

ー
-
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
と
ど

ま
り
そ
の
比
重
は
著

第
2
図

甲
斐
国
南
都
留
郡
鳴
沢
村

し
く
低
い
。
明
治
前
期
の
鳴
沢
村
の

産
業

構
造

|
住

家
持
地
持
家

明
治
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

は
、

雑
穀
を
中
心
と
し
た
畑
作
物
と
養
蚕
業
に
よ

及
姓

名
一 家家
主族

男
女
身有
上
7
年

令
生
国
宗
旨

職
業

啞
聾
盲

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

四
十
九

直
農
作

渡
辺
本

平
一
家
主

男
夫

二
月

一
甲

日
山家
作
大 作工

-

こ
れ
ま
で
の
分
析
は
、

「
地
誌
材
料
調
」
と
農

作
け
い

妻
女

妻
四
十
月 六

甲
日

○
農針
仕

事
産
物
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
具
体
的

+
1

1

宗
太
郎

長
男
男

未
婚

一
十
二

甲
ナ
シ
ナ

シ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
視
点
を
変
え
て
検
討
を

く
に
一
長
女

女
未
婚

二
十1

1
1月

甲
ナ
シ
ョ

農針
作仕
,

行
う
。

い
と

二
女

女
未
婚

十
五

甲
ナ
シ

○
農針
仕 作
事

幸
い
な
こ
と
に
、

鳴
沢
村
に
は
明
治
十
二

年
に

行
わ
れ
た
わ
が
国
で
最
初
の
近
代
的
な
人
口
調
査

の
原
本
が
残
存
し
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
そ
の

一

部
を
示
す
と
第
2
図
の
よ
う
な
形
式
で
あ
っ
て
、
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(第2表)「甲斐国現在人別調」による職業分類
兼 業

杣 。金 本。
木
樵家
作
大作
。

�
家

農
作
炭牛
馬
旅
哈
屋
根商鍬

黒板 桶 鍛

食

飯
針
○

仕

戸
計

宿・大老職槐桃槐夫工 工 造 雇焼 商 業 葺 職 金 工 冶 店 事 長
1

1250341201624113231111111161 :182

11
本

31

業

梚 -
-
-
-

|僧 1
1 1

計 2653351201634133231211111261 205

- 889-

5
4

5
1

5
1

1
1

--------

1

業

1

1
1

作
日

1
家
作
大
工

1

4
1

5
(専

直
農

作
直
下
農
作
下

農
作
△
直
農
作
△
下
農
作
農
作
日
雇
屋

根
葺
木

業
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明
治
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
午
後
十
二
時
現
在
の
人
員
に
対
し
て
「
男
女
、
年

令
、

家
主
及
家

族、
身
上
ノ
有
様
ヨ
リ
職
業
、

族
籍

、

生
国
、
宗
旨
」
に
至
る
ま
で
記
入
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
同
資
料
を
使
用
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
明
治
十
年
代

初
頭
の
職
業
を
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
お
り
て
正
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
2
表
は
『
鳴
沢
村
役
場
文
書
』
に
残
存
し
て
い
る
『
甲
斐
国
現
在
人
別
調
』
を
家
主
の
職
業
別
に
再
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表

の
検
討
に
先
立
ち
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

「
人
別
調
人
心
得
並
家
別
表
書
込
鶴

形
」
に
は
調
査
に
あ
た
っ
て
の
細
か
い
注
意
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
、

農
作
人
は
耕
地
の

所
有
耕
作
形
態
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

一
農
作
人

二
ハ
自
分
ノ
耕
地
ヲ
直
作
ス
ル
者
ア
リ
他
人
ノ
耕
地
ラ
下
作
ス
ル
者
ア
リ
直
作
ト
下
作
ト
ヲ
兼
ヌ
ル
者
ア
リ
右
ノ
類
い
家
主

ノ
職
業
ノ
桁
二
(
直
農
作) (
下
農
作
)
ト
書
シ
其
家
族
ニ
テ
農
作
ス
ル
者

ハ
(
農
作
)
ト
書
ス
ベ
シ

8
8

又
、

兼
業
に
つ
い
て
は
「
本
業
ヲ
初
メ
ニ
書
シ
兼
業
ヲ
次

=
書
ス
ベ
シ
」
と
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。

次
に
「
甲
斐
国
現
在
人
別
調
」
の
優
れ
て
い
る
点
は
、

一
職
業
者
へ
其
巧
拙
二
拘
ハ
ラ
ズ
先
ズ
一
人
前
ノ
働
キ
ア
ル
者
ラ
定
規
ト
ナ

ス
(
一
人
前
ト
ハ
自
分
ノ
職
業
ヲ
以
テ
其
身
ノ
依
食
ヲ
賄
ヒ
得

ル
者
ヨ
リ
以
上
ヲ
云
フ
)
但
シ
男
女
十
五
年
以
下
ニ
シ
テ
職
業
ラ
ナ
ス
者
ア
ラ
バ
一
人
前
二
足
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
其
何
職
業
タ
ル
コ
ト

ヲ
書
ス
ベ
シ
(
略)

一
人
前
ノ
働
キ
ニ
足
ラ
ザ
ル
者
ハ
業
名
ノ
肩
ニ
(
足
ラ
ズ
)
ト
書
ス

ペ
シ
(
第
二
表
で
は
△
印
を
付
し
て
区
別
し
た
)

と
あ
る
よ
う
に
、
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
生
産
年
令
以
下
に
つ
い
て
も
職
業
が
判
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、

更
に
「
職
業
者

=
非
ラ
ズ
ト

イ
ヘ
ド
モ
縫
針
ヲ
為
シ
機
ヲ
織
リ
自
宅
ノ
用
ヲ
足
ス
程
ノ
婦
女
、
皆
之
ラ
書
き
載
セ
業
名
ノ
肩
こ
印
ラ
附
ケ
テ
本
職
ノ
人
ト
分
ツ
ベ
シ
譬

へ
バ
針
仕
事
ナ
レ
バ
( ○

針
仕
事
)
ト
書
ス
ル
ガ
如
シ

」と
極
め
て
具
体
的
か
つ
詳
細
で
あ
る
。

第
2
表
は
、
縦
軸
に
本
業
と
す
る
職
業
が
と
っ
て
あ
り
、
横
軸
が
兼
業
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
従
っ
て
「
直
農
作
」
を
本
業
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と
し
柚
職
を
兼
業
す
る
も
の
が
五
十
戸
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

全
戸
数
二
百
五
戸
の
う
ち
、
八
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
「
直
農
作
」
で
あ
っ
て
農
業
が
圧
倒
的
比
重
を
占
め
て
い
る
が
、

専
業
者

は
極
め
て
少
な
く
、
全
体
の
八
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
な
ん
ら
か
の
兼
業
を
行
っ
て
い
る
。
兼
業
業
種
は
「戸

長
」
ま
で
加
え
る
と
二
十

種
を
数
え
る
。
そ
の
中
で
も
柚
職
五
十
三
、

木
挽
三
十
六
、

樵
夫
二
十
戸
な
ど
「
林
業
」
関
係
の
兼
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
こ

の
三
業
種
で
兼
業
業
種
の
六
割
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
治
十
年
代
初
頭
の
鳴
沢
村
の
人
々
は
基
本
的
に
「
農
作
」
と

「
山
稼

ぎ
」
を
主
な
職
業
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
第
2
表
か
ら
読
み
取
れ
る
特
色
の
い
く
つ
か
を
上
げ
る
と
、
家
作
大
工
、
屋
根
葺
の
建
築
業
を
兼
業
と
す
る
も
の
が
目
に
付
く

が
、

彼
等
は
農
閑
期
に
他
所
に
お
い
て
家
普
請
に
従
事
す
る
渡
り
職
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
「
商
業
」
や
「
エ

業
」
に
属
す
る
職
種
は
少
な
く
、

「
旅
人
宿
業
」
が
三
軒
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
人
の
往
来
、

物
資
の
流
通
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ

れ
が
村
の
経
済
に
占
め
る
位
置
は
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
「
炭
焼
」
三
、
「
笊
造
」
四
戸
と
、
富
士
山
の
周
辺
地
域
で
は
近
世
以

来
の
副
業
産
物と

考
え
ら
れ
て
い
る
木
製
品
、
竹
製
品
の
製
造
に
従
事
す
る
も
の
は
意
外
に
少
な
い
。
こ
れ
は
社
会
全
体
が
自
給
自
足
段

階
に
あ
っ
て
、
村
の
経
済
を
支
え
る
「
産
業
」
と
な
る
に
は
「
消
費
地
」
と
し
て
の
町
場
の
成
長
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
2
表
に
は
ま
っ
た
く
姿
を
現
さ
な
い
が
、
明
治
十
年
代
に
入
る
以
前
か
ら
山
梨
県
令
藤
村
紫
朗
に
よ
っ
て
養
蚕
業
の
奨
励
が
な
さ
れ

た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、

鳴
沢
村
も
例
外
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
事
実
、
先
に
引
用
し
た
「
地
誌
材
料
調
」
に
は
養
蚕
を

兼
業
す
る
も
の
百
九
十
戸
と
あ
る
よ
う
に
か
な
り
高
い
普
及
度
を
示
し
て
い
る
。

「
蚕
児
発
生
ノ
后
寒
暖
不
順
ノ
故
障
ア
リ
成
繭
平
年
ニ
対
ス
レ
ハ
十
分
ノ
六
ト
桑
葉
近
年
稀
ナ
ル
下
直
」
と
記
さ
れ
、

前
年
よ
り
四
十

三
石
余
も
減
収
と
な
っ
た
明
治
二
十
二
年
の
場
合
で
も
養
蚕
戸
数
は
百
七
十
戸
を
数

え、
原
紙
四
百
八
十
枚
を
掃

立、
百
石
八
十
の
繭
を

生
産
し
て
い
る

。



(第3表) 養 蚕、織 物 関 係 統 計 (明治20年)
春 蚕 秋 蚕

養 蚕 農 家数(戸) 185 165
原 紙 掃 立 数(枚) 385 105

見 込 産 繭 量(石) 64.75 18.9
平年ヨリ 増減(石) -26.75

繭 玉 繭 屑 繭 出 殼繭 計

生:産 量(石) 105.8 1.65 9.5 8.4 125.35
価(円) 22.50 10.50 5.80 6.90

蚕 産 額(円) 2380.50 17.33 55.10 57.96 2510.89

秋 生 産 量 (石) 55.4 9.2 5.6 6.8 77.0
単 価i(円) 17.85 9.50 5.30 6.50

蚕|産 額 (円) 988.89 87.40 29.68 44.20 1150.17

生 産 量 (石) 161.2 10.85 15.1 15.2 202.35
産 額 (円) 3369.39 104.73 84.78 102.16 3661.06

生 産 量 0単1 価 生 産 額

蚕 種 紙 95枚 1.05円 99.75円

生 産 量 生 産 額

綿 麻 交 織 物 12反 6.60円
麻 織 213反 95.85円
雑 織 8反 3.20円

計 233反 105.65円

反 別 (町) 採 葉 量
XI] 31.1310 62266.6貫
立 木 1.35

計 32.4810 62266.6貫

-892-

産

0
0

物
物

物
桑

木

量
価

額
1
1
1
s
t

交
織
織

生
単
產

生
単
産

刘
立

蚕
春

蚕
計
1
1
h

桑
園

-
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そ
こ
で
次
に
比
較
的
古
い
時
期
で
鳴
沢
村
の
養
蚕
業
の
実
態
が
判
明
す
る
明
治
二
十
年
の
数
値
に
よ
っ
て
明
治
前
期
段
階
の
鳴
沢
村
の

養
蚕
業
に
つ
い
て
若
干
詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
3
表
は
『
農
商
工
通
信
一
件
』
に
綴
ら
れ
た
、

養
蚕
業
に
関
係
す
る
諸
数
値
と
、

織
物
、

桑
園
等
の
統
計
を
1
表
に
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
鳴
沢
村
に
お
い
て
は
春
蚕
と
秋
蚕
が
行
わ
れ
て
お
り
、

夏
蚕
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、

生

産
額
か
ら
み
る
と
三

分
の
二

を
春
蚕
が
占
め
中
心
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

生
産

量
の
割
合
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
繭
が
九

割
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
第
3
表
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

春
蚕、

秋
蚕
を
合
計
し
た
原
紙
掃
立
数
が
四
百
九
十
枚
に
の
ぼ

る
の
に
対
し
て
蚕
種
紙
生
産
量
が
九
十
五
枚
と
、
村
内
の
必
要

量
の
二
割
を
下
回
っ
て
お
り
、

村
で
生
産
し
た
蚕
種
を
全
部
使
用
し
た
と

し
て
も
、

養
蚕
農
家
が
必
要
と
す
る
蚕
種
紙
の
圧
倒
的
部
分
は
村
外
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

更
に
、
『
農
商

工
通
信
一
件
』
の
「
生
糸
生
産
表
」
に
は
「
本
表
ハ
ナ
シ
」
と
記
入
さ
れ
て
お
り
明
治
二
十
年
に
お
い
て
鳴
沢
村
で
は
生
糸
は
ま
っ
た
く

生
産
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
従
っ
て
鳴
沢
村
の
養
蚕
業
は
繭
の
生
産
の
み
に
と
ど
ま
り
、
生
産
さ
れ
た
繭
は
原
料
と
し
て
他

地
域
に
移
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
年
度
を
み
な
け
れ
ば
断
定
は
で
き
な
い
が
、
山
梨
県
の
他
の
地
域
で
は
農
家
の
有
力
な

副
業
と
し
て
広
く
展
開
し
て
い
る
製
糸
業
が
鳴
沢
村
で
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
事
実
は
、

鳴
沢
村
の
蚕
業
の
特
徴
で
あ
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

織
物
と
し
て
は
綿
麻
交
織
物
、
麻
織
物
、
雑
織
物
な
ど
が
二
百
三
十
三
反
生
産
さ
れ
百
五
円
余
の
生
産
額
を
上
げ
て
い
る
が
、
農
家
数

で
除
す
と
一
戸
当
り
一
反
余
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
農
家
女
子
労
働
の
夜
な
べ
仕
事
の
水
準
を
出
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、
生
産
物
の

種
類
か
ら
考
え
て
広
い
販
路
を
持
っ
た
商
品
と
な
り
え
た
と
は
考
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
自
家
用
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
養
蚕
業
も
厳
し
い
自
然
条
件
か
ら
の
制
約
を
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
に
引
用
す
る
明
治
二
十
年
の
鳴
沢
村
の

「
春
蚕
臨
時
報
」
が
そ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。
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春
蚕
臨
時
報

第
一
回

掃
立
済
一
週
間
以
内
ノ
報
告

一
桑
樹
発
芽
ノ
時
節
及
良
否

五
月
廿
二

日
発
芽
平
年
ョ
リ
悪
ク

一
蚕
児
発
生

/
時
節
及
良
否

五
月
廿
七
日
発
生
平
年
ョ
リ
悪
ク

第
二
回

一
般
初
眠
起
后
一
週
間
以
内
/
報
告

一
初
眠
起
/
難
易

蚕
児
発
生
后
別
二
異
状
ナ
シ

一
桑
葉
価
格
ノ
見
込

当
時
ノ
相
場
但
拾
貫
目
二
付
金
六
拾
銭
客
年
ョ
リ
高
価
ノ
見
込

一
気
候
ノ
適
否

過
般
以
来
雨
風
一
層
多
ク
シ
テ
朝
夕
ノ
寒
気
強
ク
時
々
霜
降
時
候
不
順
ニ
シ
テ
否
ナ
リ

第
三

回
一
般
二
眠
起
后
一
週
間
以
内
ノ
報
告

一
二

眠
起
ノ
難
易

二
眠
起
后
別
二
異
状
ナ
シ

一
桑
葉
価
格

/
見
込

当
時
ノ
相
場
但
拾
貫
目
ニ
付
金
七
拾
銭
客
年
ョ
リ

高
価
ノ
見
込

一
気
候
ノ
適
否

過
般
以
来
雨
風
多
ク
シ
テ
朝
夕
ノ
寒
サ
ラ
増
シ
時
候
至
リ
テ
不
順
ニ
シ
テ
否
ナ
リ

第
四
回

一
般
三

眠
后
一
週
間
以
内
/
報
告

一
三
眠
起
/
難
易

三
眠
起
后
別
二
異
常
ナ
シ

一
桑
葉
価
格
ノ
見
込

当
時
ノ
相
場
但
拾
貫
目

=
付
金
七
拾
銭
客
年
ョ
リ

高
価
ノ
見
込

一
気
候
ノ
適
否

過
般
以
来
霖
雨
風
ア
リ
テ
冷
気
ラ
一
層
増
シ
酷
タ
時
候
不
順
ニ
テ
否
ナ
リ

第
五
回

一
般
四
眠
起
后
一
週
間
以
内
ノ
報
告

一
四
眠
起
/
難
易

四
眠
起
后
別
二
異
状
ナ
シ
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(第4表)
諸営業 者調 明治25年

商 業 小売、員数(戸)
服 8戸

太
荒
石 油
小 間 物
穀 物
糸 繭
和 洋 酒類
豆腐及 油揚
菓子及砂糖類
売
牛 馬 売 買

車 8

古 類
質 屋
運 店

屋 h

水 場

59戸

工 職工 者数(人)
冶 1人

工
石 工
樽及 桶 類

計 12人

‒‒895-‒

一
桑
葉
価
格
ノ
見
込

当
時
ノ
相
場
但
拾
貫
目

二
付
金
六
拾
五
銭
客
年
ョ
リ
高
価
ノ
見
込

一
気
候
ノ
適
否

過
般
以
来
霖
雨
ナ
ケ
レ
ト
モ
気
候
不
適
当
ニ
シ
テ
冷
気
ヲ
増
シ
テ
否
ナ
リ

な
に
も
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
が
、

気
候
は
適
し
て
い
な
い
こ
と
だ
け
は
た
し
か
に
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
明
治
十
年
代
に
お
け
る
鳴
沢
村
の
農
家
経
営
は
、
「
農
作
」
「
山
稼
」
「
養
蚕
」
の
複
合
的
性
格
を
持
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
稼
ぎ
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
再
生
産
を
維
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
軒
の
農
家
が
複
合
的
性
格
を
有
す
る
の
は
、

生
産
力
水
準
が
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

鳴
沢

村
を
含
む
南
都
留
郡
の
農
村
構
造
と
し
て
一
般
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
引
用
し
た
「
地
誌
材
料
調
」
の
民
業
の
箇
所
に
も
記
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
農
村
社
会
に
は
「
兼
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
様
々

な
職
業
が
展
開
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
明
治
二
十
五
年
の
鳴
沢
村
の
「
諸
営
業
者
調
」
を
使
用
し
て
若
干
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

第
4
表
に
よ
れ
ば
、
商
業
に
従
事
す
る
戸
数
五
十
九
戸
、
職
工
十
二
人
を
数
え
、
営
業
の
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
明
治
二
十

I8
1

6
2

1
の
1
6

4
6
1

3
0

0
0
1

2
2

4
1

3
以
3

2
4

1
1

X
服
物

物
油

繭
類

薬
買
車
類
屋
店
屋
場

工
治
挽

エ
エ

着
送

籠
車

一 計
馬

呉
太
荒
石
小

売
牛
諸
古
質
運
旅
水

職
鍛
木

大
石
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五
年
の
数
字
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
我
々
が
鳴
沢
村
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
「
山
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
る
と
非
常
に
多
い
と
の
印

象
を
受
け
る
。
し
か
も
業
種
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
鳴
沢
村
の
産
業
構
造
か
ら
す
る
と
著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
欠

い
て
い
る
。
特
に
「
呉
服
」
「
和
洋
酒
類
」
「
荒
物
」
「
菓
子
及
砂
糖
類
」
の
各
六
～
八
戸
の
存
在
は
、
戸
数
二
百
六
十
二

戸
、

総
人
口
千

四
百
五
十
人
の
鳴
沢
村
に
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
の
需
要
が
あ
っ
た
か
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
甚
だ
疑
わ
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
筆

者
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
小
売
商
人
は
一
軒
の
店
構
え
を
持
っ
た
商
人
で
は
な
く
、

山
梨
県
農
村
に
広
く
み
ら
れ
た
行
商
人
で
あ
る
と
考

え
た
い
。
即
ち
、

質
屋、

旅
籠
屋
、

水
車
場
の
よ
う
な
業
種
は
村
内
に
店
を
構
え
村
内
の
農
民
や
交
易
の
た
め
に
村
を
訪
れ
る
行
商
人
を

相
手
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

他
の
多
く
は
そ
の
営
業
対
象
を
村
外
に
持
ち
、
主
と
し
て
農
閑
期
に
は
行
商
を
し
な
が

ら
移
動
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
い
っ
て
み
れ
ば
第
四
表
の
「
諸
営
業
者
調
」
は
行
商
の
扱
う
商
品
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
鳴
沢
村
の
主
要
産
業
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
農
作
」
「
養
蚕
」
「
山

稼
」
に
関
係
す
る
業
種
が
著
し

く
少
な
い
こ
と
は
、
逆
に
そ
れ
ら
の
産
業
の
水
準
、
基
本
的
に
自
給
自
足
段
階
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
村
外
を
対
象
と
し
た
商
業
活
動
の
性
格
は
、

基
本
的
に
職
工
に
お
い
て
も
同
様
に
看
取
で
き
る
。
例
え
ば
、
大
工
の
場

合、
農
閑

期
の
大
工
稼
ぎ
で
あ
っ
て
職
人
と
い
う
よ
り
手
間
賃
稼
の
性
格
を
色
濃
く
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
当
時
の
農
村
に

は
こ
の
よ
う
な
雑
業
層
が
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
当
時
の
農
民
の
生
産
活
動
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
鳴
沢
村
に
お
け
る
農
工
及
び
諸
雇
賃
銭
に
つ
い
て
若
干
み
て

お
き
た

い
。第
5
表
は
『
農
商
工
通
信
一
件
』
に
綴
り
込
ま
れ
た
明
治
二
十
年
の
鳴
沢
村
の
農
工
及
諸
雇
賃
銭
で
あ
る
。
「
統
計
報
告
書
」
に
は
、

四
十
の
職
種
に
つ
い
て
の
調
査
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

鳴
沢
村
の
場
合

は、
八
種
の
み
で
あ
る
。

第
5
表
の
賃
金
は
今
日
の
我
々
の
目

か
ら
見
れ
ば
驚
く
ほ
ど
低
い
が
、
当
時
の
生
産
条
件
や
農
家
の
現
金
収
入
の
機
会
の
少
な
さ
を
考
慮
す
れ
ば、

魅
力
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
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(第5表) 明治20年農工及諸雇賃銭 (単位:円)

業 名 上 中 下

農作年雇 男 1ヶ月給料 | 20 50 30
1〃1 女 1〃1 110 80

農作日雇 男 1日 賃銭 12 10
女 11

養 蚕 男 15 12.5 10
1〃1 女 〃 10

エ 11 25 20 15

/

鍛 冶 職 30 2

日 雇 人 足 〃 15 10

下

下

-897-

6 0
8
4 .

6
5
5

2 0
1 0

4
2

と
考
え
ら

れ
る

。

下
1

さ
て
、
我
々
は
こ
れ
ま
で
主
に
『
農
商
工
通
信
一
件
』
に
よ
っ
て
明
治
十
年
代

5
5 0

後
半
か
ら
明
治
二
十
年
代
前
半
に
か
け
て
の
時
期
の
鳴
沢
村
の

産
業
経
済
の
一
端

6
8

2
3

2
0
3

2
2

を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
資
料
的
制
約
か
ら
人
々
の
生
活
ま
で
を
活
写
す
る
こ

1
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

吉
田
警
察
署
長
心
得
田
代
響
が
「
部
内
巡
行
!

8
2 3

5
8

1
0

刻
ミ

地
方
ノ
風
俗
地
理
及
ビ
人
心
ノ
帰
着
」
に
つ
い
て
記
し
た
『
第
廿
四
区
村
々

上
2

1
地
誌
略
』
が
富
士
吉
田
市
の
『
柏
木
家
文
書
』
の
中
に
発
見
さ
れ
た
。
書
か
れ
た

時
期
は
内
容
か
ら
判
断
し
て
明
治
八
年
か
ら
二

十
二

年
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
記

述
内
容
の
す
べ
て
に
信
憑
性
が
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
が
、
同
時
代
人
の
観
察
と

"
し
て
長
く
な
る
が
以
下
に
引
用
し
た
い
。

鳴
沢
村
ハ
当
署
ヲ
正
西
二
去
ル
コ
三
里
二
十
町
余
こ
在
リ
戸
数
百
九
戸
人
員
九

女
男
女
男
女
工

挽
職

人 足
男
女

百
九
十
八
口
男女
五 和 四
百
四五
十
六二

口ロ
西
、
山
神
社 徴
ヲ
限
リ
東
八
代
郡
精
進
村
ト
境
ス

北
、
櫃
ノ
山
ラ
限
リ
西
ノ
湖
村
ト
境
シ
東
ハ
炭
焼
塚
ラ
限
リ
大
嵐
村
ト
境
シ
南

大
木
鍛

日
下

下
ハ
富
士
山
中
央
及
ビ
駿
州
富
士
郡
根
原
村
ト
境
ス
村
落
東
西

=
別
レ
本
村
ヲ
東

=
去
ル
コ
二
十
町
余
ニ
シ
テ
大
田
和
組
ア
リ
此
組
ョ
リ
中
ノ
墾
野
路
ヲ
経
テ
駿
州
富
士
郡
上
井
出
村
並
二
人
穴
村
へ
出
ズ
道
路
七
里
余

此
間
富
士
山
北
麓
渺
々
タ
ル
原
野
ニ
シ
テ
茨
茅
殊
ニ
繁
茂
シ
長
サ
人
身
ラ
埋
ム
又
水
ナ
シ
往
来
ス
ル
者
若
シ
水
食
ノ
備
ヘ
ナ
ク
ン
バ
必

ズ
飢
渇
ニ
及
ブ
コ
ア
リ
此
地
方
古
昔
貞
観
年
中
富
嶽
ノ
暴
火

=
罹
り
焼
砂
殊

=
多
ク
又
寒
気
強
冷
ニ
シ
テ
風
常
ニ
烈
シ
故
ニ
草
木
ノ
萠

芽
甚
ダ
遅
シ
旧
四
月
ノ
末
へ
梅
柳
桃
季
桜
山
吹
等
一
同
ニ
花
サ
ク
故
ニ
其
結
実
都
テ
佳
ナ
ラ
ス
又
麦
漸
ク
旧
七
月
ノ
末
ニ
熟
ス
耕
作
ハ



麦
粟
稗
大
小
豆
蕎
麦
菜
、
菘
蕪
馬
齢
薯
等
二
過
ギ
ズ
然
ル
ニ
近
来
智
力
ラ
尽マ
ン シ
原
野
ラ
開
墾
シ
盛
二
桑
樹
ッ
植
へ
地
方
寒
気
強
烈
ニ
シ

テ
養
蚕

=
便
ナ
ラ
ザ
ル
ラ ヲ
以
テ
ン 之
ヲ
近
隣

=
賈
輸
ス
ル
コ
少
シ
ト
セ
ズ
是

ヲ
以
テ
挙
村
ノ
家
計
僅
々
乏
シ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
得
又
村
中
材
木

多
キ
ラ
以
テ
家
何
レ
モ
良
材

ヲ
用
ヒ
宏
壮
ノ
建
築
ニ
シ
テ
之
レ
ラ
外
望
ス
ル
ニ
稍
殷
富
ノ
形
質
ア
リ
然
レ
ト
モ
此
+士
人
常

=
汚
潑
ラ ヲ
厭

ハ
ス
居
処
身
体
等
極
メ
テ
不
潔
ナ
リ
又
屋
内
ノ
敷
物
二
畳
ア
ル
ハ
寺
院
ヲ
除
ク
ノ
外
ニ
三
戸
ノ
ミ
余

い
皆
藁
莚
ヲ
用
フ
或
ハ
寝
具
二
木

葉
ラ
用
フ
ル
者
ア
リ
ト
聞
ケ
リ
又
村
中
甚
ダ
飲
水
ニ
乏
シ
ク
北
山
ノ
渓
水
ヲ
筧
ニ
テ
引
キ
ホ木

ヲ
凹
メ
テ
之
レ
ニ
溜
メ
遠
近
相
鳩
シ
テ
此

レ
ラ
汲
ム
冬
ニ
至
レ
バ
渓
水
涸
レ
テ
湧
カ
ス
因
テ
雪
ヲ
溶
カ
シ
飲
用
ニ
備
フ
二
三
月
頃
に
至
リ
雪
漸
ク
消
へ
水
猶
ホ
出
デ
ザ
ル
コ
ア
リ

或
ハ
夏
二
至
リ
旱
魃
シ
テ
渴
ス
ル
ト
キ
ハ
此
ョ
リ
東
北
二
里
余
ラ
経
テ
河
口
湖
ヲ
汲
ム
つ
ア
リ
故
ニ
浴
湯
ノ
如
キ
ハ
ー
一
ヶ
月
中
微
ク
一

浴
ス
ル
ラ
以
テ
休
ト
ス
男
、
農
隙
中
富
士
山
中
ニ
入
リ
材
木
ヲ
切
り
獣
ヲ
猟
リ
之
レ
ヲ
他
郷

=
出
ス
女
、
麻
布
木
綿
ヲ
織
リ
自
用
ニ
供

ス
民
俗
礼
儀

=
暗
ラ
ク
言
語

=
長
幼
ノ
序
ナ
ク
人
情
営
利
ニ
飽
コ
ナ
シ
此
土
人
焼
木
或
ハ
屋
板
等
ヲ
負
ヒ
間
々
福
地
村
ニ
来
テ
商
フ
コ

ア
リ
帰
路

=
臨
ミ
酒
店
ニ
入
リ
通
貨
乏
キ
時
、
醤
油
ヲ
酒
ニ
換
テ
飲
ム
多
キ
ハ
二
合
少
キ
ハ
一
合
他
人
視
テ
愕
カ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
彼
日
々

醬
油

、
酔
ヲ
保
ツ
つコ
酒
二
勝
レ
リ
ト
風
概

=
如
斯
実
賤
陋
ナ
リ
ト
雖
モ
亦
純
朴
ノ
風
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
産
物
良
材
経
木
博
草
履
鵄
篠
籠
麻

杉
大
根
馬
齢
薯
動
物
、
猪
鹿
ノ
皮
等
ナ
リ

こ
れ
ま
で
の
分
析
は
、
鳴
沢
村
の
全
体
的
な
把
握
で
あ
り
個
別
経
営
の
分
析
は
ま
っ
た
く
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
明
治
二
十
一

年
の
地
租
額
が
八
円
三
十
六
銭
五
厘
で
あ
っ
て
鳴
沢
村
の
首
位
に
位
置
す
る
渡
辺
庄
三
郎
家
の
明
治
二
十
二

年
の
「
所
得
金
高
届
」
の
分

析
を
通
し
て
該
時
期
の

農
家
経
営
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

「
所
得
金
高
届
」
と
は
、
課
税
基
準
と
す
る
た
め
に
豪
商
農
層
が
前
年
度
の
所
得
内
容
を
郡
長
宛
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
鳴
沢
村

の
場
合
は
渡
辺
庄
三
郎
家
の
み
で
あ
り
、
同
家
は
鳴
沢
村
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
豪
農
で
あ
り
、

同
家
の
分
析
結
果
を
直
ち
に
当
時
の
鳴
沢

村
の
農
民
一
般
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
収
入
の
他
に
租

税、
労
賃
な
ど
の
費
用
も
記
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
経
営
内
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(第6表) 所 得 金 高 御 届
一 金155円35銭1厘 貸金利息

内
金52円89銭6厘|但シ元金264円50銭2割利息
金41円17銭5厘 但シ元金284円50銭1割8分利息
金26円88銭 但シ元金215円1割2分5厘利息
金24円40銭 但シ元金120円1割2分利息
金20円 但シ元金200円1割利息

一金 62円90銭8厘 農業所得

金108円88銭 畑反別4町8反8畝10歩
地価金316円12銭6厘

金1円50銭 宅地反別1反7畝2歩
地価金16円55銭

金1円50銭 山林反別6町7反8畝10歩
地価金7円32銭4厘

外
金12円97銭2厘 地方税村費備公荒儲金
金22円 種肥代
金14円 雇人70人

但1人二付20銭
一金 35円40銭 養蚕所得
内
金38円 春蚕原紙4枚分
金22円 夏蚕原紙3枚分
外 <秋ｶカ>

金8円 春蚕原紙4枚分
金4円 夏蚕原紙3枚分
金12円60銭 雇人63人

但シ1人ニ付20銭
所得金計253円65銭9厘

入 れ

憧 れ

-899-

大
、

外

容
は
把
握
で
き
る
。

第
6
表
に
よ
れ
ば
、
渡
辺
家
の
収
入
総
額
は
三
百
二
十
七
円
二
十
三
銭
一
厘
に
達
す
る
。
こ
の
金
額
は
平
場
の
地
主
経
営
と
比
較
す
れ

ば
そ
の
規
模
に
お
い
て
劣
る
が
、

例
え
ば
、

農
作
年
雇
の
男
の
一
ヶ
月
の
給
料
二

円
二
十
銭
に
比
す
れ
ば
、

鳴
沢
村
で
は
隔
絶
し
た
地
位

に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

渡
辺
家
の
収
入
源
泉
は
金
銭
貸
付
利
子
、
農
業
収
入
、

養
蚕
収
入
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
割
合

は
貸
金
利
息
が
百
五
十
五
円
余
で
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
業
収
入
が
百
十
二
円
余
で
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
養
蚕
収
入
が
六
十
円
で
一
八

パ
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ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
貸
金
利
息
収
入
が
半
ば
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
渡
辺
家
の
経
営
基
盤
は
当
時
の
豪
商
農
に
広
く
み
ら
れ
た
金
銭

貸
付
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
い
ま
五
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て
い
る
内
訳
が
、
貸
付
先
別
な
の
か
、
利
率
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
の
か
は

に
わ
か
に
判
じ
が
た
い
が
、
貸
付
金
総
額
は
千
八
十
四
円
に
達
す
る
。
こ
の
金
額
か
ら
渡
辺
家
の
当
時
の
鳴
沢
村
に
お
け
る
経
済
力
の
大

き
さ
を
改
め
て
知
る
と
同
時
に
、
基
本
的
に
は
自
給
自
足
経
済
の
も
と
に
あ
っ
た
鳴
沢
村
に
よ
く
こ
れ
だ
け
の
資
金
需
要
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
も
し
か
す
る
と
こ
の
貸
付
金
は
村
域
を
越
え
て
周
辺
諸
村
に
及
ん
で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

所
有
耕
地
四
町
八
反
余
か
ら
の
農
業
収
入
は
百
八
円
八
十
八
銭
に
の
ぼ
る
が
、

雇
人
を
延
七
十
名
使
用
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
多

く
の
部
分
は
手
作
り
経
営
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
総
収
入
の
う
ち
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
四
十
八
円

余
は

税
、

種
肥

代
、
雇
人
賃
金
な
ど
の
費
用
と
し
て
消
え
て
し
ま
い
所
得
は
六
十
二
円
九
十
銭
に
す
ぎ
な
い
。
更
に
養
蚕
に
つ
い
て
は
春
蚕
、
秋
蚕
を
蚕

種
原
紙
七
枚
分
の
規
模
で
行
い
六
十
円
の
収
入
を
あ
げ
て
い
る
。
同
年
の
鳴
沢
村
の
秋
蚕
生
産
は
百
七
十
五
戸
が
従
事
し
、
総
掃
立
枚
数

は
百
六
十
五
枚
で
あ
っ
て
一
戸
平
均
〇
・
九
枚
で
あ
っ
て
一
枚
未
満
と
著
し
く
規
模
が
小
さ
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
延
べ
六
十
三
人
の
雇

人
を
使
用
し
て
い
る
渡
辺
家
の
養
蚕
規
模
は
村
全
体
の
水
準
を
大
き
く
越
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
収
入
の
四
割
は
費
用
で

あ
り
、
桑
葉
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
必
要
と
す
る
桑
葉
の
す
べ
て
を
自
給
で
き
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、
か
な
ら
ず

し
も
有
利
な
経
営
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

収
入
か
ら
費
用
を
差
し
引
い
た
所
得
額
で
計
算
す
る
と
所
得
の
六
割
は
貸
付
金
利
息
収
入
で
あ
り
、
貸
付
金
に
依
存
す
る
比
率
は
一
層

高
ま
る
。
以
上
の
渡
辺
家
の
所
得
金
高
届
の
分
析
に
よ
っ
て
、
農
業
経

営、
養
蚕
経
営
は
費
用
な
ど
の
点
で
必
ず
し
も
有
利
で
あ
る
と
は

い
え
ず
、
渡
辺
家
の
よ
う
に
雇
人
を
使
用
し
な
い
で
零
細
な
規
模
で
農
業
経
営
、
養
蚕
経
営
を
行
っ
て
い
る
一
般
の
農
民
、
更
に
は
村
民

の
九
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
小
作
を
行
っ
て
い
る
自
小
作
層
の
経
営
基
盤
が
い
か
に
弱
い
も
の
で
あ
る
か
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
鳴
沢
村
の
農
民
は
劣
悪
な
自
然
条
件
の
も
と
で
、
そ
の
経
営
の
安
定
の
た
め
に
様
々
な
努
力
を
は
ら
っ
て
い
る
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(第7表) 鳴沢村輸出入品調 (明治34～36年)
明 治 34 年 明 治 35 年 明 治 36 年
数 量|価 格(円) 数 量 価 格(円) 数 量 価 格(円)

米 72610,890 74511,176 76611,490
763 83930 725 79750 696 765|60
1,400 200円 1,406 21090 1,427 21405

反 1,050 1,050 055 1,055 1,.070 1,070
70 210 70 210 72 216

輸 84 105 105円 86 10405323 1,615 324 1,620 329 1,645172 1,720 173 1,730 175 1,75061/ 1,220 61 1,220 62 1,240210 1,050 211 1,055 214 1,070
/ス入 53 2,120 53 2,080 54 2,16013 260 13 260 13 260

1,050 525円 1,055 527,50 1,070 535
70 42 70 42 71| 4260
147 147 148 148 150円 150
210 315 211 31650 214 3212,133 31995 2,300円 345 2,500円 375154 462 1555| 465! 156 467

1,050円 420 1,055] 422 1,070 428円
|目 350円 525 352 528 357 535

17 40,80 18 43,20 18 432013 3120 13 3120 13 31/0リケ ン粉 13/ 3250 13 32.50 13 325,015 150 15 150 15 15070 350 70 350 71 355
南 京 米 石 437 5,244 595 7,140 426 5,.112

計 29,88375 32,06030 30,56220
40円 300円 27 201 43 32250533| 4,26440 332 2,656 430|3,440
217 23870 375 40250 504 554405,22020,880 5,10020,400 5,76023,040501 80180 490 882 552| 99360

9,500 950円 5,000円 500円炭 9,600円 480 10,560 528 11,616 580809,000円 90 9,000 90 10,000 100!木 2,720 5,440 2,975 5, 50 ,351 ,702根 板|尺枚貫
2
2
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(第8表) 蚕糸真綿及蚕卵紙製造表
(明治30年)

製糸戸数 10戸
------

生 産量 生 産 額

生 5 貫 200円
玉 糸 1 " 20/!

真 綿 2 !! 24/

計 244〃

蚕卵紙製造戸数 12戸
枚数 900枚
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の
で
あ
る
。

明
治
も
三
十
年
代
に
入
る
と
日
本
経
済
の
資
本
主
義
的
生
産
は
広
く
展
開
し
、

都
市
を
中
心
と
し
て
新
し
い
流
通
機
構
が
整
備
さ
れ
て

い
き
、
そ
の
波
は
鳴
沢
村
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
別
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
ば
、
鳴
沢
村
の
人
々
の
生
活
に
も
そ
れ
ま

で
の
自
給
自
足
的
な
生
活
様
式
か
ら
、
他
地
域
で
作
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
商
品
が
広
く
入
り
込
ん
で
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明

治
三
十
四
～
三
十
六
年
の
「
鳴
沢
村
輸
出
入
品
調
」
で
あ
る
第
7
表
か
ら
、
そ
の
へ
ん
の
事
情
を
探
っ
て
み
よ
う
。

第
7
表
に
よ
れ
ば
、
輸
入
品
は
、
衣
食
、
生
業
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
品
目
は
二
十
六
品
目
を
数
え
る
。

食
糧

品
と
し
て
は
、

輸
入
金
額
の
半
ば
以
上
を
占
め
る
米
、

南
京
米
の
存
在
が
大
き
く
、
水
田
を
持
た
な
い
鳴
沢
村
に
も
米
食
習
慣
が

普
及
し
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
醬

油
、
魚
類
、
乾
物
、

缶
詰
、
メ
リ
ケ
ン

粉
な
ど
の
消
費
と
そ
の
輸
入
量
の
増
加
は
鳴

沢
村
の
食
生
活
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
来
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
更
に
意
外
に
も
思
え
る
洋
酒
の
輸
入
を
は
じ
め
と
し
て
、

草
煙
、

砂
糖
、

酒
類
、

菓
子
、

製
茶
な
ど
の
嗜
好
品
が
多
く

輸
入
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
鳴
沢
村
に
お
け
る
食
生
活
の
向
上
が
著
し
く
進
み
、

そ

の
内
容
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

生
活
物
資
と
し
て
は
、
太
物
、
荒
物
、
小
間
物
、

金
物
、

紙
類
、

石
油
な
ど

種
類
も
多

く
、

特
に
紙
類
の
使
用
は
教
育
の
普
及
に
と
も
な
っ
て
、

従
来
の
生
活
習
慣
と
は
異
な
っ

t

た
様
々
な
変
化
が
生
活
の
広
い
範
囲
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

n

o

m

1
2

生
業
の
関
係
で
は
、

蚕
種
の
輸
入
は
養
蚕
業
の
発
達
と
深
く
結
び
付
い
て
お
り
、

特
に

二
千
～
二
千
五
百
貫
に
の
ぼ
る
肥
料
の
輸
入
は
、

堆
肥
、
刈
敷
を
中
心
と
し
た
農
業
か

糸
糸
綿

ら
、

金
肥
の
導
入
へ
の
転
換
が
進
行
し
て
お
り
、
劣
悪
な
生
産
条
件
を
克
服
す
る
試
み
が

生
玉
真

力
強
く
行
わ
れ
て
お
り
、
生
産
力
の
上
昇
を
目
指
す
先
人
の
努
力
の
跡
を
示
し
て
い
る
。
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言
い
換
え
れ
ば
、

鳴
沢
村
の
農
業
も
従
来
の
自
給
自
足
的
な
農
業
を
脱
却
し
つ
つ
、
更
に
豊
か
な
農
業
生
産
の
安
定
的
確
立
を
目
指
し
て

の
第
一
歩
を
こ
の
時
期
に
踏
み
出
し
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

肥
料
の

輸
入
量
が
明
治
三
十
四
年
の
二
千
百
三
十
三

貫
か
ら
三
十
六

年
の
二
千
五
百
貫
へ
、
わ
ず
か
三
年
間
で
二
割
も
増
大
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
十
分
う
な
ず
け
る

。

し
か
も
、
輸
入
金
額
全
体
も
、
明
治
三
十
六
年
に
南
京
米
の
輸
入
量
減
に
よ
っ
て
、
前
年
よ
り
若
干
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の

生
活
、

生
業
用
品
は
な
べ
て
増
加
し
て
お
り
、

鳴
沢
村
の
経
済
活
動
は
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
輸
入
品
の
増
大
に
対
応
し
て
、

輸
出
品
も
順
調
に
そ
の
成
績
を
伸
ば
し
て
お
り
、

明
治
三

十
五
年
に
比
し
て
明
治
三

十
六

年
は
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
も
輸
出
額
を
増
加
し
、
も
ち
ろ
ん
、

輸
入
額
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

輸
入
品
の
増
大
に
よ
る
生
活
、
生
業
部
面
で
の
向
上
は
、

輸
出
品
の
拡
大
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
鳴
沢
村
の

輸
出

品
の
大
宗
は
繭
で
あ
っ
た
。

鳴
沢
村
の
輸
出
品
は
大
別
し
て
麦
雑
穀
、

養
蚕

品、
林
産
品
の
三
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

繭
は
二

万
～
二

万
三
千
円
で
あ
っ
て
全
輸

出
額
の
六
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
明
治
三
十
年
代
の
鳴
沢
村
の
経
済
は
養
蚕
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
、

林
産
品
は
材
木
を
中
心
と
し
て
、
家
根

板、
薪
炭
な
ど
を
輸
出
し
て
い
る
が
、

一
般
に
単
価
が
安
く
、

全
体
の
二

割
か
ら
二

割
五
分
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
更
に
鳴
沢
村
農
業
の
生
産
物
は
商
品
作
物
と
な
る
農
産
物
が
少
な
く
か
ろ
う
じ
て
麦
、
雑
穀
を
輸
出
す

る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
輸
出
額
に
占
め
る
割
合
も
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
減
少
傾
向
に
す
ら
あ
る
。

第
7
表
の
分
析
の

結
果
か
ら
養
蚕
業
が
当
時
の
農
家
の
有
力
な
現
金
収
入
源
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

鳴
沢
村
の
経
済
基
盤
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
明
治
二
十
年
代
に
は
、
統
計
に
現
れ
て
こ
ず
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
製
糸
業
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
明
治
三
十
年
の
蚕
糸
真
綿
及
蚕
卵
紙
製
造
表
に
よ
れ
ば
、
座
繰
り
で
は
あ
る
が
、

鳴
沢
村
に
は
製
糸

戸
数
が
十
軒
あ
り
、
二
百
四
十
四
円
の
生
糸
及
び
真
綿
を
生
産
し
て
い
た
。
一
軒
当
り
二
十
四
円
と
少
な
く
、
ま
た
、
先
の
第
7
表
の
輸



(第9表) 諸営業者調
(明治63年)

商 業 調

小売小間物 1 戸
/ 荒 物 12 〃

板材木 8/
菓子類 10円〃
酒 類 12/

〃 馬具類
売 薬類 〃

牛 馬 4 〃

49戸

職 人 調

3人
1ヶ

及
2 〃

杣 2

馬

3

15人

-‒904-

出
品
目
に
も
登
場
し
て
い
な
い
の
で

品
質

ク
的
に
も
劣
り
副
業
段
階
に
あ
っ
た
と
考
え

8
1
1

4
1

1J 2 1
1
3 0

ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
鳴
沢
村

類
類

調
工
治

工
桶

挽
具

油
工

は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
確
実
に
商
品
経
済

菓
酒

売
牛

一 計
及

仙
馬

腐
計

の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治

商
職

大
鍛
石

樽
木

牛
煉

豆
三
十
六
年
の
諸
営
業
調
で
あ
る
第
9
表
か

ら
も
そ
の
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
い
ま
こ
れ
を
明
治
二
十
五
年
当
時
の
第
4
表
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
と
、
商
業
で
は
種
類
で
十
八

業
種
か
ら
八
業

種、
戸
数
で
五
十
九
戸
か
ら
四
十
九
戸
へ
と
大
幅
な
減
少
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
商
業
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
せ
ず
に
、
む
し
ろ
行
商
人
的
な
性
格
を
有
す
る
業
種
が
整
理
さ
れ
、
逆
に
板
材
木
の
八
戸
が
初
め
て
出
現
し
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か

な
よ
う
に
鳴
沢
村
の
産
業
構
造
の
特
質
と
対
応
し
た
か
た
ち
で
再
編
成
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
職
人
に
つ
い
て
い
え

‘ば
、
新
た
に
牛
馬
具
、
煉

油、
豆
腐
工
な
ど
が
加
わ
り
、

農
村
内
部
で
の
分
業
関
係
が
よ
り
一
層
ハ
ッ
キ
リ
し
て
き
た
と
い
え
る
。

繭
を
中
心
と
し
た
養
蚕
業
が
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
の
基
盤
と
し
て
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
た
と
し
て
も
鳴
沢
村
の
大
部
分
を
構

成
す
る
山
林
を
相
手
と
す
る
林
業
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。
事
実
、
民
有
林
の
所
有
者
別
段
別
を
示
し
た
第1 0

表
に
よ
れ
ば
鳴
沢
村
の

民
有
林
は
四
百
六
十
一
町
歩
余
で
あ
り
、
そ
の
構
成
は
山
林
、
平
地
林
、
草
山
が
お
お
よ
そ
一
・
五
、
一
・
二
の
割
合
で
あ
り
、
こ
れ
以

外
に
広
大
な
公
有
林
が
あ
り
、
多
少
時
代
は
下
る
が
大
正
二
年
の
鳴
沢
村
の
林
野
面
積
は
六
千
六
百
八
十
六
町
歩
余
に
達
し
、
こ
の
森
林

面
積
は
南
都
留
郡
で
一
番
広
い
。
そ
の
大
部
分
は
富
士
山
麓
の
原
生
林
で
あ
り
、
御
料
地
で
あ
っ
た
。
鳴
沢
村
の
人
々
は
、
毎
年
、
御
料

局
静
岡
支
庁
長
宛
に
「
払
下
願
書
」
を
提
出
し
、
次
の
よ
う
な
「
入
会
規
定
」
に
従
っ
て
利
用
し
て
い
た
。
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(第10表) 民有林所有者別段別 (明治37年)

森 林
.所 有 別 所 有者数 総 反 別 草 山

反 山 平 地

単 有 180 2,424.302 1,481.109 845.203 97.920
共 有 3 2,188.723 177.209 221.025 1,790.419
計 183 4,613.025 1,658.318 1,066.228 1,888.409
「草山トハ喬木ナキ山ラヲ云フ」

-‒905-

鳴
沢
村
字
軽
水
外
十
字
御
料
地
入
会
規
定

第
壱
章

地
所
拝
借
開
墾

草
第
一
条

新
ニ
地
所
ラ
拝
借
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
年
一
月
卅
日
限
り
見
込
ノ
場
所
ラ
予
測
シ
村
長
ニ
申

1
出
々
願
ノ
手
続
ヲ
請
と
許
可
ノ
上

ハ
借
地
料

ニ
関
ス
ル
契
約
書
ヲ
差
出
ス
ペ
シ

第
二

条
地
所
拝
借
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ
左
ノ
区
別
に
依
り
毎
年
七
月
十
五
日
限
り
借
地
料
ヲ
納
ム
ベ
シ

壱
等
一
反
二
付
金
四
拾
銭

弐
等
一
反
歩
二
付
金
三
拾
五
銭
三
等
一
反
歩

=
付
金
弐
拾
五

銭

第
二

章
物
品
採
収

第
三
条

拝
借
地
外
ニ
テ
物
品
ヲ
採
収
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
入
林
セ
ン
ト
ス
ル
者

ハ
村
長
ニ
申
出
テ
鑑

札
ノ
下
附
書
及
再
渡
ヲ
請
ヒ
入
林
中
、
必
ス
携
帯
シ
廃
止
シ
タ
ル
キ
ハ
返
納
ス
ペ
シ

第
四
条

鑑
札
ハ
家
族
及
び
自
家
雇
人
ノ
外
貸
借
ヲ
ナ
ス
コ
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
条

鑑
札
ヲ
受
ク
ル
者

ハ
毎
年
左
ノ
区
別

二
従
ヒ
料
金
ヲ
納
ム
ベ
シ

0
0

但
自
用
ニ
シ
テ
十
三

年
未
満
ノ
者
、
無
料
タ
ル
ベ
シ

第
一
項

販
売
用
鑑
札

一
木
材
薪
炭
及
葺
草
類
ノ
採
収
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ

金
三
拾
銭

----
有

有
二
一

籌
竹
其
他
ノ
物
品
ヲ
採
収
ス
ル
モ
ノ
ハ

金
弐
拾
銭

第
二
項

自
用
鑑
札

単
共

一
木
材
薪
炭
及
葺
草
類
ノ
採
収
ヲ
ナ
ス
者

金
拾
銭



(第11表) 林産物雑類 (明治42年)
‒
‒
‒

生 産 量|価 額(円)
丸 太 及 角 材 尺子 3,700 9,350
挽 材 坪 682 2,500
下 駄 材 駄 20 20
製紙原料 木 材 尺ヌ 15,000 3,000

皮 500 100
苗 木 8,000 10
木 炭(在来黒) 2,000 300

(在来白) 500 100
〃 10 15

50 20
生 蔬 菜 20

15,417

(第12表) 鳴沢村林産物輸出調 (明治37年)

数 量 価 格 単 価 輸出先

松 用 材 250尺 / 250円 1円 |静岡県
唐松用 材 40 〃 40/ 1円
杉 板 300枚 150/ 5銭
その他板材|500円 250/ 5銭

計 690〃

‒-‒906-‒

2
二
篤

竹
ノ
採
収
ヲ
ナ
ス
モ
ノ

"
金
五
銭

三
柴
草
及
肥
灰
雑
葺
其
他
ノ
採
収
ヲ

ナ
ス
者

金
四
銭

第
六
条

料
金 立
納
期
ハ
前
条
両
項
ノ
一
二
当

一
坪

本
貫

ル
モ
ノ
ハ
十
一
月
十
五
日
限
其
他

〃
七
月
十
五
日
限
リ
ト
ス

葺
類

菜

第
七
条

販
売
用
稼
人
ニ
シ
テ
区
域
ヲ
限
リ

菌
生

計
樹
木
ノ
払
下
ヲ
受
ン
ト
ス
ル
者
ハ

然
一

其
払
下
代
金
ラ
納
ム
ル
ハ
勿
論
入

丸
挽
下

苗
木

松
諸

自
費
ト
シ
テ
更
ニ
内
金
額
丈
ラ
団
体

へ
納
付
シ
尚
御
料
地
取
締
二
関
ス
ル
保
証
ト
シ
テ
払
下
代
金
ノ
半
額
ラ
団
体
へ
予
納
セ
シ
メ
物
品
搬
出
后
不
都
合
ナ
キ
ラ
認

メ
タ
ル
上
へ
還
附
ス
若
残
木
伐
捨
木
不
都
合
ノ
廉
ア
ル
キ
ハ
費
用
ト
シ
テ
団
体
へ
没
収
ス
ペ
シ

明
治
後
期
に
至
る
と
、

林
産
物
も
そ
の
種
類
を
増
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
四
十
二
年
の
林
産
物
調
で
あ
る
第 1

表
に
よ
れ
ば
、

従
来
か
ら
あ
っ
た
丸
太
及
角
材
の
九
千
三
百
五
円
を
筆
頭
と
し
て
、

新
た
に
製
紙
原
料
木
材
、
挽

材 、
更
に
は
額
と
し
て
は
少
な
い
が
、

松
茸
、
下
駄
材
を
加
え
十
一
種
類
を
数
え
、
産
額
も
一
万
五
千
四
百
十
七
円
に
達
す
る
。
こ
の
金
額
は
同
年
の
春
蚕
、
秋
蚕
の
合
計
産
額

一
万
六
千
五
百
二
十
円
に
匹
敵
し
、

従
来
の
「
山
稼
」
の
水
準
で
は
な
く
、

林
業
が
鳴
沢
村
の
主
要
産
業
の
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
成
長
し

て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
林
産
物
は
、
鳴
沢
村
の
林
産
物
輸
出
調
べ
で
あ
る
第
1 2
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
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(第14表) 所有耕地規模別構成(明治40年) (第13表) 木材の相場及物価調
戸 数 耕 地 面 積 品 目 価 格

実数 構成 実 数 |構成 松 1円

8町以上| 0.3 8.8.8.25 1.9 松 板 50銭

7 # 桧 2.40

0.7 13.1.8.07 2.8 櫸 2.80
樅 805 1.7 26.9.4.03 5.8

904 13 4.3 57.4.7.14 12.4
3 〃 27 9.0 94.1.5.01 20.2 落葉松 1.20
2 51 16.9 125.6.1.10|27..0 屋根板 17

1町〃! 59 19.6 89.0.3.25 19.1 大 麦 1石 5.80物
7反/ 29 9.6 24.1.0.08 5.2 小 麦 10.
5反/ 9 6.3 11.2.4.01 2.4 薪 10貫 .12
3反以上 19 6.3 7.5.0.00 1.6 .65

3反未満 62 20.6 7.2.4.11 1.6 明治37年
14無所 有 4.7 「木材ノ尺メ/壱本板材八六尺板を枚、 屋

合 301 100 465.3.7.15 100 根板へ壱把ノ相場」

‒907-

ど
が
静
岡
県
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
更
に
京
浜

地
方
の
大
消
費
地
に
送
ら
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
鳴
沢
村

の
経
済
圏
が
甲
府
市
を
中
心
と
し
た
山
梨
県
で
は
な
く
静
岡
県
で

あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
な
お
参
考
ま
で
に
、

-
-
-
-
-

明
治
三
十
七
年
段
階
の
鳴
沢
村
の
木
材
の
相
場
と
南
都
留
郡
の
物

松
桧
欅
樅

大
小

炭
価
を
第
1 3
表
に
掲
示
し
た
。

同
表
に
よ
れ
ば
、

桧、
欅
の
用
材
は

木
材

相
場

物
価

小
麦
二
斗
五
升
に
相
当
し
て
お
り
、

薪
、

炭
な
ど
に
比
し
て
は
る

か
に
高
価
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
消
費
地
へ
向
け
て
の
交

通
手
段
が
確
保
さ
れ
れ
ば
有
力
な
産
業
た
り
え
る
可
能
性
が
あ
っ

た
。
こ
の
点
で
い
え
ば
計
画
の
み
に
終
わ
っ
た
が
、
御
殿
場
か
ら

吉
田
、

鳴 為
沢
、
市
川
大
門
を
経
由
し
て
甲
府
に
至
る
甲
信
鉄
道
が

実
現
し
て
い
れ
ば
、

鳴
沢
村
の
産
業
経
済
は
大
き
く
そ
の
姿
を
変

え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

明
治
後
期
に
至
り
富
士
北
麓
地
域
で
養
蚕
業
が
飛
躍
的
に
発
展

1
2
5

1 9
1 9

1 4
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

裾
野
に
点
在
す
る
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る

風
穴
が
蚕
種
の
貯
蔵
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鳴
上
満
有

一計

f

沢
村
で
も
明
治
四
十
年
天
然
風
穴
で
の
経
営
が
開
始
さ
れ
、
大
正

6
5

4
3

2

二
年
の
蚕
種
製
造
額
は
三
千
八
百
四
十
円
に
の
ぼ
っ
た
。
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『
鳴
沢
村
役
場
文
書
』
の
な
か
に
明
治
四
十
年

『
名
寄
合
計
簿
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
明
治
期
の
産
業
経
済
の
検
討
の
最
後
と

し
て
、
同
帳
簿
を
再
集
計
し
た
第
一
四
表
に
よ
っ
て
、

明
治
後
期
段 設
階
の
鳴
沢
村
の
所
有
耕
地
規
模
別
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
1 4
表
の
戸
数
三
百
一
戸
と
耕
地
面
積
合
計
四
百
六
十
五
町
三
反
余
は
、
当
時
の
鳴
沢
村
の
総
戸
数
二
百
十
三
戸
と
、

耕
地
面
積
三
百

九
十
町
四
反
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
な
村
名
の
記
入
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
鳴
沢
村
に
居
宅
を
有
し
な
い
他
村
か
ら

の
入
作
者
を
も
含
む
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
彼
ら
は
所
有
面
積
が
一
町
九
反
余
を
最
高
に
一
町
歩
を
超
え
る
も
の
が
八
名
い
る
が
、
大

部
分
は
五
反
未
満
層
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
鳴
沢
村
の
最
大
所
有
者
は
八
町
八
反
余
を
有
し
て
お
り
、
他
に
五
町
歩
以
上
層
が
七
名
存
在
す
る
。
こ
の
耕
地
規
模

は
平
地
地
域
の
村
落
で
は
地
主
経
営
の
み
で
そ
の
再
生
産
が
可
能
で
あ
る
規
模
で
あ
る
が
、

皆
畑
の
鳴
沢
村
に
あ
っ
て
は
無
理
で

あ
ろ

う
。
三
反
未
満
層
及
び
耕
地
を
持
た
な
い
層
が
全
体
の
四
分
の
一
も
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
階
層
は
農
業
以
外
に
生
計
の
途
を
持

っ
て
い
る
雑
業
層
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
畑
作
地
帯
と
し
て
の
鳴
沢
村
の
特
質
を
最
も
よ
く
表
現
し
て
い
る
の
が
所
有
耕
地
規
模

一

町
以
上
三
町
未
満
層
で
あ
り
、
全
体
の
三
分
の
一
強
の
百
十
戸
が
こ
の
階
層
に
属
し
所
有
耕
地
も
四
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
百
十
四
町

余
り
に
の
ぼ
る
。
水
田
に
比
し
て
生
産
力
水
準
が
劣
る
畑
作
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
階
層
と
三
町
歩
層
を
加
え
た
百
三

十
七
戸
が
鳴
沢
村
の
自
作
農
家
の
中
核
的
存
在
で
あ
ろ
う
。
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